
別 記 様 式

随 意 契 約 結 果 書
物 品 等 の 名 称 及 び 数 量 福 井 港 海 岸 （ 福 井 地 区 ） 護 岸 越 波 平 面 実 験 研 究 委 託 １ 式

契 約 担 当 官 等 の 氏 名 並 分 任 支 出 負 担 行 為 担 当 官
び に そ の 所 属 す る 部 局 新 潟 港 湾 空 港 技 術 調 査 事 務 所 長 松 田 茂
の 名 称 及 び 所 在 地 新 潟 市 中 央 区 入 船 町 4 丁 目 ３ ７ ７ ８ 番 地

契 約 締 結 日 平 成 ２ ７ 年 １ ０ 月 ５ 日

契 約 の 相 手 方 の 氏 名 国 立 研 究 開 発 法 人 港 湾 空 港 技 術 研 究 所
及 び 住 所 理 事 長 高 橋 重 雄

横 須 賀 市 長 瀬 ３ 丁 目 １ 番 １ 号

委 託 料 限 度 額
（ 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 含 む ） ￥ ２ ０ ， ５ ２ ０ ， １ ５ ３ ． －

随 意 契 約 に よ る こ と と 本 業 務 は 、 福 井 港 海 岸 護 岸 に お け る 越 波 対 策 事 業 （ 潜 堤
し た 理 由 ６ 基 目 腹 付 断 面 ） の 効 果 を 検 証 す る た め 、 2014 年 12 月 に

発 生 し た 未 施 工 区 間 に お け る 護 岸 背 後 の 石 油 備 蓄 基 地 フ
ェ ン ス 倒 壊 及 び ア ス フ ァ ル ト 舗 装 剥 離 被 災 時 の 越 波 状 況
を 面 的 に 再 現 し 、 腹 付 断 面 で の 設 計 波 に 対 す る 越 波 状 況
を 確 認 す る も の で あ る

本業務実施に当たっては、下記の要件が必要となる。

①福井港海岸における越波量の空間分布を把握できる水槽実

験を実施する能力を有すること。

②福井港海岸沖の海底地形による比較的周期の長い多方向波

の変形を把握しつつ、この影響を考慮した造波を平面水槽内

で行うための高度な技術力を有すること。

③実験と各種データを基に越波対策事業の効果の検証を行う

高 度 な 知 見 を 有 す る こ と 。

国立研究開発法人港湾空港技術研究所は、下記のとおり要件を

満たす高い能力と知見を有している。

①多方向不規則波を再現できる平面水槽を有し、この水槽内に

現地護岸を再現して実施した平面越波実験に関する多数の研究

実績を有していることから、護岸法線に沿った越波量の空間分

布を把握するための高度な実験・解析技術を有していると判断

できる。

②沖から岸に至る多方向波の変形を考慮した数値計算モデルに

よって算定した多方向不規則波を造波した実績を有しているこ

とから、沖の海底地形による比較的周期の長い多方向波の変形

を考慮しつつ、この影響を考慮した造波を平面水槽内で行うた

めの高度な技術と応用力を有していると判断できる。

③現地護岸を対象とした平面越波実験において、護岸前面の波

浪変形と護岸越波量に関する実験結果と計算結果を踏まえ、許

容越波量を満足する対策工を提案した実績を有していること

から、本水槽実験を実施し越波対策事業の効果を検証する高度

な知見を有していると判断できる。

また、本業務の発注にあたり、参加希望の有無を公募により

事前確認を行ったが、応募者はいなかった。

以 上 か ら 、 同 法 人 は 、 本 業 務 を 的 確 に 実 施 し う る 唯 一 の

機 関 で あ る と 判 断 さ れ る た め 、 会 計 法 第 ２ ９ 条 の ３ 第 ４

項 「 契 約 の 性 質 又 は 目 的 が 競 争 を 許 さ な い 場 合 」 に 基 づ

き 、 国 立 研 究 開 発 法 人 港 湾 空 港 技 術 研 究 所 と 随 意 契 約 す

る も の で あ る 。
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